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三
ツ
滝
は
三
段
峡
最
上
流
の

景
勝
で
、
上
は
聖
湖
（
樽
床
ダ

ム
）
で
あ
る
。
堰
堤
横
の
駐
車
場

か
ら
数
分
で
滝
音
が
聞
こ
え

る
。
屈
曲
し
な
が
ら
三
段
を
な

す
壮
麗
な
大
滝
で
、
数
え
方
に

よ
っ
て
「
三
曲
五
段
」
と
も
表
現

さ
れ
る
。
三
段
滝
と
ほ
ぼ
同
規

模
。
三
段
滝
が
男
性
的
な
の
に

１ 

 

 

参
加
し
た
の
は
広
島
市
内
を

中
心
に
し
た
小
学
校
高
学
年
の

二
十
人
。
生
き
物
調
査
・
採
集
や

ア
ユ
漁
体
験
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
の
観
察
な
ど
、
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
豊
か
な
川
の
自
然

を
体
験
し
た
。 

運
営
は
特
定
非
営
利
活
動
法

人
ひ
ろ
し
ま
自
然
学
校
。
代
表

者
で
環
境
教
育
の
第
一
人
者
で

も
あ
る
志
賀
誠
治
氏
が
指
導
に

当
た
っ
た
。
さ
ん
け
ん
か
ら
は

三
段
峡
博
士
役
に
な
っ
た
本
宮

炎
理
事
長
と
魚
博
士
に
抜
擢
さ

１ 

 
 

            

対
し
、
女
性
的
と
形
容
さ
れ
る
。 

   

熊
南
峰
が
広
島
市
の
大
島
写

真
館
嘱
託
と
し
て
撮
影
、
制
作

し
た
「
山
県
郡
写
真
帖
」（
一
九

一
八
年
刊
）
に
は
、「
紅
葉
の
候

に
至
れ
ば
遊
覧
者
絶
え
ず
と
云

う
。」
と
の
解
説
が
載
る
。
古
く 

  
 

れ
た
安
芸
太
田
中
学
一
年
の
本

宮
芳
太
郎
君
が
講
師
を
務
め
た
。 

 

芳
太
郎
君
は
三
段
峡
に
棲
む

魚
を
展
示
す
る
水
槽
を
並
べ
、
種

類
ご
と
に
デ
ッ
サ
ン
し
て
解
説
。

参
加
者
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
、

そ
の
魚
に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
紹

介
し
た
。
「
魚
っ
て
面
白
い
」
と

の
声
が
あ
り
、「
川
ガ
キ
の
お
手

本
」
と
好
評
だ
っ
た
。 

イ
ベ
ン
ト
は
同
社
の
情
報
番

組
で
紹
介
さ
れ
た
。「
地
球
派
宣

言
」
は
一
九
九
三
年
に
始
ま
っ
た

同
社
の
環
境
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。 

 
 

     

広
島
大
学
の
「
地
域
の
元
気
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
さ
ん
け
ん

が
提
出
し
た
応
募
内
容
を
受
け

て
八
月
二
十
七
日
、
統
合
生
命
科

学
研
究
科
の
中
坪
孝
之
教
授
と

１ 

   

か
ら
地
元
で
は
親
し
ま
れ
て
い

た
の
が
窺
え
る
。
五
七
年
、
樽
床

集
落
は
ダ
ム
に
沈
ん
だ
が
、
南
峰

が
関
わ
る
以
前
に
集
落
か
ら
の

道
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

「
三
つ
滝
の
其
音
高
く
響
く
な

り
た
ぐ
ゐ
あ
ら
し
の
山
に
こ
た

へ
て
（
崇
信
）」
の
古
歌
が
、
樽
床

で
大
切
に
言
い
伝
え
ら
れ
た
と

１ 

   

学
校
で
の
授
業
内
容
と
現
場

で
の
環
境
教
育
と
の
親
和
性
、
関

連
性
を
高
め
る
の
を
目
的
に
、
学

習
指
導
要
領
に
合
っ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
策
定
を
検
討
す
る
た
め

八
月
九
日
、
現
場
の
教
師
二
人
と

さ
ん
け
ん
の
波
田
和
弘
監
事
ら

三
人
が
、
探
勝
路
を
歩
き
な
が
ら

素
材
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。 

 

二
人
は
品
川
女
子
学
院
の
河

合
豊
明
さ
ん
と
広
島
市
立
湯
来

１ 

    

学
生
三
人
が
三
段
峡
へ
入
っ
た
。 

学
生
が
企
画
し
た
外
国
人
用

の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
作
り
を
検
討

し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
武
輪
千
咲
さ 

ん
は
「
自
然
の
懐
の
深
さ
、
文
化 

    

い
う
。
集
落
と
滝
と
の
結
び
付
き

を
偲
ば
せ
る
。 

   

南
峰
は
仙
人
岩
、
明
神
岩
、
畳

岩
、
滝
見
ケ
岡
な
ど
の
名
称
を
書

い
て
い
る
。「
七
ケ
所
か
ら
景
趣

を
味
わ
っ
て
見
な
け
れ
ば
本
当

に
三
ツ
滝
を
観
た
と
い
う
こ
と

１ 

 

   

東
小
学
校
の
栗
栖
紫
さ
ん
。
さ

ん
け
ん
会
員
で
も
あ
る
河
合
さ 

     

観
光
庁
が
進
め
る
地
域
観
光

資
源
の
多
言
語
解
説
整
備
支
援

事
業
に
よ
る
外
国
人
ラ
イ
タ
ー

が
八
月
十
九
日
か
ら
四
日
間
、

安
芸
太
田
町
へ
派
遣
さ
れ
た
。

１ 化
的
な
豊
か
さ
に
圧
倒
さ
れ

た
。
魅
力
を
地
域
外
の
人
へ
伝

え
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。 

来
峡
は
、
八
月
七
日
に
開
か

れ
た
応
募
団
体
と
学
生
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
、
学
生

が
さ
ん
け
ん
と
の
協
働
を
希
望

し
実
現
し
た
。
両
者
連
名
で
事

業
採
択
に
向
け
て
申
請
す
る
。 

 
 

   

に
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
。
そ
れ

ぞ
れ
へ
の
ル
ー
ト
や
見
方
を
記

す
。
岩
頭
に
上
っ
た
り
、
滝
つ
ぼ

を
覗
き
込
ん
だ
り
、
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
。
一
景
勝
を
回
遊
式
庭

園
の
よ
う
に
見
る
の
が
南
峰
や

当
時
の
鑑
賞
法
だ
。
私
に
三
ツ

滝
を
観
た
と
言
え
る
日
が
来
る

だ
ろ
う
か
。 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

ん
は
「
川
の
中
の
石
は
丸
く
、
崖

側
の
石
は
と
が
っ
て
い
る
」
と
話 

し
、
教
室
で
学
ぶ
内
容
が
実
際
に

見
え
る
三
段
峡
は
、
生
き
た
教
材

で
あ
り
効
果
的
と
指
摘
し
た
。 

    

さ
ん
け
ん
は
三
段
峡
と
深
入
山
、

天
上
山
を
案
内
し
た
。 

 

外
国
人
に
わ
か
り
易
く
、
興
味

が
持
て
る
解
説
文
を
ラ
イ
タ
ー

目
線
で
作
成
す
る
の
が
目
的
。
ラ

イ
タ
ー
は
、
天
上
山
の
原
生
林
や

三
段
峡
内
の
炭
焼
き
窯
跡
を
見

て
下
流
部
と
の
関
係
性
に
関
心

を
示
し
、「
広
島
市
内
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
の
良
さ
が
外
国
人
に
は

魅
力
」
と
話
し
た
。
解
説
文
は
地

域
商
社
あ
き
お
お
た
な
ど
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
使
用
さ
れ
る
。 

           

    

絶
滅
危
惧
＝
類
（
Ｖ
Ｕ
）
の
キ

レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
を
見
る
会
が

八
月
十
一
日
、
小
学
生
六
人
が
参

加
し
て
十
方
山
で
開
か
れ
た
＝

写
真
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
さ
ん

け
ん
会
員
の
上
野
吉
雄
さ
ん
、
ガ

イ
ド
は
廿
日
市
市
の
折
井
夫
妻
。 

 

ブ
ナ
林
な
ど
に
自
生
す
る
た

め
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
。
上
野

さ
ん
は
「
小
学
生
で
見
た
の
は
、

こ
の
子
達
が
初
め
て
で
は
」
と
喜

ん
で
い
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

期
、
来
峡
者
は
減
る
。
気
温
も

程
よ
く
心
地
よ
い
、
キ
ノ
コ

を
見
つ
け
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

散
策
す
る
の
も
、
贅
沢
な
ひ

と
と
き
に
な
る
。 

自然大好き 研究熱心  
本宮芳太郎くん 

  

さんけんの研究員として深

入山でゴマシジミなどの希少

チョウ類の調査・保全活動に参

加する安芸太田中学校 1年生。 

夏休みに開かれた「地球派宣言」の川ガキ体験

ツアーでは講師を務め、水槽に展示したアマゴ

など太田川の生物の生態を解説した。 

冬のクマタカ調査など、ジャンルを問わず自

然に興味津々。さんけん会員の上野吉雄さん

ら、多くの大人の専門家から指導を受ける、将

来の三段峡を支える後継者的存在だ。ただ、「学

業との両立」が悩みだが…。いつか、サツキマ

スが遡上できる環境に戻す夢を抱く。 （炎） 

訪れてほしい」と話す。       （炎） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㉕ 

三
ツ
滝
（
み
つ
だ
き
） 

■
鑑
賞 

高
い
ハ
ー
ド
ル 

■
開
発
前
か
ら
遊
覧
者 

 

其
音
高
く
響
く 

樽
床
集
落
の
誇
り 

   

▼
キ
ノ
コ
の
出
番 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

秋
の
長
雨
は
キ
ノ
コ
に

と
っ
て
は
恵
の
雨
、
ニ
ョ
キ

ニ
ョ
キ
生
え
る
。
茶
色
ば
か 

 

一口メモ 

り
で
は
な
く
赤
、
青
、
黄
、
白
、

紫
な
ど
様
々
で
、
形
も
大
き

さ
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で

い
る
。 

 

紅
葉
を
前
に
し
た
こ
の
時

１ 
    

「地球派宣言 太田川 川ガキ体験ツアー」

が８月２日と３日の両日、「調べる・遊ぶ・考

える・食べる」をテーマに、柴木川をフィール

ドにして開かれた。広島ホームテレビ主催。 

 

 

広
島
大
「地
域
の
元
気
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

学
生
と
共
同
で
事
業
申
請 

学
習
指
導
要
領
に
合
っ
た
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

多

言

語
解

説 

整
備
支
援
事
業 

キ
レ
ン
ゲ
シ
ョ
ウ
マ
観
察 

小
学
生
が
十
方
山
登
山 

 

 

外
国
人
記
者
が
取
材 

遊んで学んで  「魚って面白い」 

「地球派宣言 太田川 川ガキ体験ツアー」 小学生２０人が参加 
 

二
人
の
教
師 

歩
い
て
素
材
を
検
討 

採集した生物を観察する子供達 

https://sanken-/

